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再
利
用
さ
れ
た
五
輪
塔

石
で
出
来
て

い
る
が
故
の
運
命
|

K 

A(I 

先
11 

「
私
的
阿
見
あ
ん
も
い
」

で

M
4
し

た

枚

の

ht
J
点
。
収
減
一似
本
山
市

川

2
1
H
小
路
大
川
泣
跡
の川
河川刑判州
A
H
で
見

つ
か

っ
た
級
，
ー
で
あ
る
。

mf山
の
山
ハん
中
卜
側
に
は
ョ

rh
仁川
倫
併
が
陥
た
わ
り

後
ろ
に
比
え
る

け川
ま

リ
は
ゆ
世
紀
後
則
の
川
ん
ぼ
の
M

別
で
あ
る
。
郎
竹
川
に
よ
れ
ば
、」の
日
輪
出、

般
を
築
く
1

J
H
め
と
し
て
他
わ
れ
た
と
苦
え
句
れ
て
い
る
。

ペ
ド
h
η
k刊
川
川
川
叶
州
立
、

7
1
1
C
I
l
i
-
-

以
本
に
よ
る
被
山
川
を
数
多
く
受
け
て
き
た
。
「
一

。

』

J
H
V
J
h
A寸
1
Z
H
ま
白

1
、

y
f
F
Y
U
j
i
l
-
-
-

辺
リ
は
た
ち
ま
ち
水

Q
し
に
な

っ
て

」

と
は

句}
の
地
峡
の
自
然
抑
制
坑
を
出
る
の
に
、
川
い

ら
れ
る

パ
H

応
で
あ
る
。
ず

い
ぶ
ん

t
H
か
ら
川
じ
状
川
叫
が
繰
り
返
さ
れ
て
本
た
、
」
と
が
、
こ
の
泣
跡
の
発
川
畑
M
州市
川
に

も
別
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
日

l
m
川
以
ー
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た

l
附
の
主

人
間
的
w引
い
た
市
川
と
以
木
で
流
れ
て
き
た
砂
が
父
万
一に
つ
ら
る
品
開
イ

か
で
は
、
自
然
の
力
に
対
し
て
人
山
が
挑
ん
で
き
た
戦
い

の
ぼ
山
で
も
あ
る
。

川
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
こ
の
泣
跡
は
、

十品

そ
れ
だ
け
水
の
協
幹
を
受
け
や
す
い

l

地
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

“い
水
の
激
し
い

1
地
に
巡
ら
れ
る
川
ん
ぼ
の
引
に
は
、

矢
似
で
川
む
と
い

っ
た

l
犬
が

uL
ら
れ
る
。

本
的
抗
を
州
状
に

ー
を
椛
り
J
げ
川
め

打

っ
た
り
、

、-
J
てみ
J

杯、ふ品、

f
f
i
-
-

ち
ょ
っ
と
し
た
本
の

h
に

lbnけ
て
し
ま
う
し
、
出

っ
た
J
l

で

歩
く
と
沈
む
屯}
と
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
叫
で
も
五
輪
併
の

は
刷
く
な
ら
ず
‘

は
由、

石
を
い
れ
て
補
強
が
な
さ
れ
て
い
た
。

リ
松
地
必
」

が
あ
る
。

さ
て
こ
の

仙
続
川
町
ド
流
に
は

こ
の
わ
泣
泣
物
は
.

日
川
前
川
の
川
川
改
修
で
見
つ
か

っ

た
J
U

の
と
伝
え
句
れ
る
。

と
さ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
か
ら、

む
し
ろ
以
本
な
ど
で
、

だ
ろ
う
か
。

小
路
大
川
泣
跡
の
γ

れ
愉
併
は
、

た
く
さ
ん
の

一
七
百
給
地
を
叫

っ
た
「
抑

む
と
ら
と
"弘
行
と
し
て
泣
ら
れ
、

当
然
い
い
仰
の
刈
仏
軍

附
巾
に
れ
ち
品川
て
ら
れ
た
と
は
与
え
雌
い
。

ー
流
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
可
能
川
U

が
け川い

の
で
は
主
い

本
米
の
川
述
が
忘
れ
よ
ら
れ
た
安
で
あ
る
。

fh
造
造
物
を
け止
で
断
み
つ
け
る
以
で
あ
る
か
ら
、

叫
・
川
川
氏
の
ご
救

当
然
い
い
仰
の
に
お

い
は
な
い
。

ボ
に
よ
れ
ば

流
れ
て
き
た
い
れ
輸
出
川を
折

っ
て
使

っ
た
と
も
与
え
ら
れ
る
。

の
こ
と
で
、

川
州
リ
松
地
蔵
円
七
泣
逃
物
は
五
川
附
代
後
下
の
も
の
が
多
い
と

小
路

K
川
泣
跡
の
日
輸
出
川
と
時
則
的
に

で
叙
す
る
。

仙
紙
川
川
辺

に
は
ま
だ
多
く
の

U
蛤
院
が
.

人
知
れ
ず
似

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

川
治
い

で
供
本
の

こ
の
地
峡
で
は
小
此
の
必
地
は
品
川
M
附
さ
れ
て

い
な
い
が
、

近
く
に
現
地
訴
が
あ
っ

ー 2ー

た
吋
能
川
u
を
附
示
し
て

い

被ん川
口を
う
け
た
弘
r
h
が
Mm泌
さ
札
る
山
か
ら
見
れ
ば
、

る
ト
A

炉
、
ヲ
に
よ
U
川

Lγ
λ
9
h
v
。

本
日
制
を
引
く
に
あ
た
リ
、

当
地
の
石
治
造
物
に

つ
い

て
望
月
治
氏
に
多
大
な
ご

教
一市
を
い
た
だ
い
た
~
。
文

末
主
が
ら
泌
く
は
」
抑
制
い
た

し
ま
す
。

《参
考
文
献
》

長
谷
川
良
ほ
か
『
小
路
大
川

遺
跡
発
抑
制
査
報
告
担
』

兵
庫
県
教
育
委
円
以
会

一石五輪塔出土状況 (閥査報告書より)



199-1・10・IS生活文化史第20~ ; 

休

l旬 止中
Lナ
て
σ〉

の
友

検
討の
に 5iL 

ペコ
しミ
活

て
動

〆'句、
再

中間
開

報
止E1k 
、-〆

一
、
「
友
の
会
」

の
活
動
が
休
止
に
至
っ
た
事
情

υγ
いえ
e
i

一。‘、
，j

戸

L
t
a
こ
H
n
n
1
、旬

、
h

t
t
仇

1
J
s
'

11
』

J
'i
f
-
Hυ
4ん
4
4
+
J
「

d

入
門
、
ご

J
グ
ノ
4
」

臨
川
総
会
に
お
い
て
、

小
川
間
悦
刷
会
民
よ
リ
、

次
の
よ
う
な
-
つ
の

m山
で
昨
任
し
た
い
行
の
ポ
川
が

あ
っ
た
。

①
会

HH
A刊
が
当
初
よ
リ

l
二
年
間
に
わ
た
る
長
き
に
及
ん
だ
た
め
・

が
7

ン
不
リ
化
し
た
。

i1i 
肋

②山
口
宅
及
ぴ
助
位
制
先
か
り
見
料
航
ま
で
の
川
町
雌
が
述
い
し
仁
に
.

川
叩
臓
の
円
以
何

が
れ
凧
く
な

っ
て
多
忙
と
も
リ

川
川
を
川
〈
、
』
と
が
愉
し
く
む
っ
た
。

③
『
h

担
の
会
』
発
足
吋
初
に
お
け
る
所
川
町
日
的
は
す
で
に
述
成
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

千
成
州
可
初
的
の

司ト収
町
会
』
幹
事
会
に
小
柏
会
長

か」つ
中
し
山
が
あ
リ
.

そ
の
時
山
で
は
、

と
り
あ
え
ず
副
会
長
一
士
名
を
選
任

し
て

そ
れ
ま
で
全
長

一
人
で
処
則
し
て
き
た
来
訪
の
分
刊
を
は
か
リ
、

可
後
を
円
途
に
、

小
的
会
長
が
前
何
し
た
後
、

副
会
長
の
一
人
が
会
長
を
引

き
継
ぐ
こ
と
と
主
っ
て
い
た
。

引
hk
に
は
刷
会
民
の
な
り
下
が
主
く
.

小
閉
会
民
的
安
明
は
山

と
こ
ろ
が

に
汗
い
た
ま
ま
日
時
が
総
過
し
た
の
で
、
‘」
の
ま
ま
で
は

「
ぷ
町
会
」

川
品
川
の

航
続
は
川
雌
で
あ
る
と
の
判
断
に
よ
り
、

臨
川
総
会
に
今
後
の
巡
抗
力
引
を
安

ね
る
こ
と
と
主
っ
た
の
で
あ
る
。

臨
川
総
会
に
お
け
る
事
治
結
果
の
却
制
に
つ
い
て
は
全
会
日以
に
制
作
さ
れ
た

通
り
で
あ
る
が
、

小
明
会
長
の
同
町
刊
は
や
む
を
得
主
い
と
し
て
ぷ
認
さ
れ
、
結

冶
と
し
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
り
れ
た
の
で
、

だ
け
を

州刊山
川
町

「
ま
と
め
」

そ
の
ま
ま
川
仙
寸
る
。

①
小
机
町
会
民
併
任
に
と
b
な
い

②
友
の
会
事
務
同
を
神
戸
涼
江
生
活
文
化
史
料
館
に
前
け
る
。

③
半
年

一
午
の
納
イ
問
問
の
間
に
友
の
A
ムぃ内
山
先
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

は
、
第
川
M
H
り

友
の
会
活
動
は
休
H
す
る
。

で

@
ト収
の
会
先
行

(川ド此

H
年
一一

川
先
'打
)

『反
町
会
泊
ハ
い
』

打
ち

d
め
と
す
る
。

⑤日
内
山
発
ま
で
の
的
知
述
給
は
、

史
料
館
先

ru

で
行
な
う

句作
し
的
文
化
山
ご

む
の
と
す
る
@

⑥
川
山
花
に

つ
い
て
は
史
料
館
館
長
に
任
す
る
。

な， -
4ヲ

『
出
品
川
休

d
に
と
も
な
い
‘

事
務
い
川
で
は
泊
品
川
刊
問
ま
で
合
的
を
徴
収
し

な
い
こ
と
と
し
た
。

ニ
、
「
友
の
会
」

活
動
再
開
に
向
け
て
の
検
討
状
況

「
ぷ
の
人
ム
」

一出品川
休
止
を
決
定
工
た
臨
川
総
会
の
料
品
に
法
づ
き
‘

山
広
利
飢

で
は
附
HH
4
川
に
よ
る
川
泌
を
吊
ね
て
き
た
が
.
ほ
ぽ
次
の
よ
う
な
舟
釧
で
川

聞
に
向
け
て
椴
備
を
開
始
す
る
-
」
と
と
な
っ
た
。

①

「
友
的
会
」

②
祈
会
長
は
、

は
一
札
米
泊
リ
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
鯨
取
す
る
。

史
料
館
内
事
ま
た
は
引

「
友
の
会
」

幹
事
の
中
か
ら
選
任
す
る
。

③
史
料
館
館
長
が
「
友
の
会
」
事
務
長
と
し
て
統
指
す
る。

@
活
動
に
つ
い
て
は
、

史
料
飴
後
媛
組
織

こ
れ
ま
で
の
夫
総
に
と
ら
わ
れ
ず
、

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
行
が
を
検
討
す
る
と
共
に

『ぺι
前
文
化
山
ご

な
ど
の

内
脊
充
実
と
定
川
刊
'
汀
を
市
山
け
際
と
す
る
。

⑤
会
川
年
度
は
、
』
れ
ま
で
の
よ
う
主
例
年
に
よ
ら
ず
、

4
け
か
ら
瑚
年
3
け
ま

で
と
し
、

川
聞
は一
千
成
ヒ
可
皮
か

」
ワ
と
す
る
。

⑥
川
動
再
開
に
際
し
て
は
、

脱
約
を
作
成
し
た

t
で
全
会

新
た
に

「
ぷ
の
A
ム
」

日
以
に
周
知
す
る
と
共
に

全
日
日
継
続
の
有
慨
を
附
会
し
、
他
認
す
る
。
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神
戸
市
東
灘
区
旧
本
庄
村
の

神
社
境
内
に
あ
る
石
造
遺
物
調
査
報
告

)守

作{

虫日

災
判
断

l
M研
究
H

一
、
は
じ
め
に

前
号
で
、
神
戸
市
東
灘
区
深
江
地
域
内
路
仰
の
石
川
心
地
物
の
制
官
報
告
を
行

主
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
旧
本
庄
村
の
石
造
泣
物
の
洲
本
刊
結
川
市
を
抑
止
口
す
る
子

定
で
あ
る
。
そ
の
成
扶
は
、
本
託
上
に
陥
同
発
表
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
今

回
は
、
旧
本
庄
村
に
所
在
す
る
三
つ
の
仲
村
内
に
兄
ら
れ
る
石
厄
泣
物
の
卯
抑
止
け

を
行
な
い
た
い
。
拍
械
の
写
真
は
い
ず
れ
も
、
史
料
館
問
先
日
比
の
藤
川
祐
作
船

影
に
よ
る
ら
の
で
あ
る
。

旧
本
庄
村
は
、
深
日

・
背
木

・
凶
背
木
の
三
つ
の
村
か
ら
陥
成
さ

れ

そ

れ

ぞ
れ
の
村
に
村
拍
が
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
様
日
(大

H
議
女
神
相
)
背
木
(
八

収
林
相
)
・
西
古
本
(
存
日
神
羽
)
で
あ
る
。
昔
か
・
旬
、
村
人
的
心
の
拠
リ
所
と

し
て
犯
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
さ
ま
さ
ま
な
待
進
仲
等
の
石
造
造
物
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
大
日
開血
女
神
社
境
内
の
石
造
遺
物
(
深
江
本
町
三
丁
目
五
)

通
称
大
日
ツ
ア
ン
。
文
明
」l
三
士

山
八

二

4
に
、
深
口
に
あ

っ
た
議
王
奇
の

甘
職
組
山
誌
が
蓮
如
に
帰
依
し
、
兵
員
宗
で
あ
っ
た
有
を
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
た
。

そ
の
附
に
本
噂
Ju.
大
日
如
来
か
ら
阿
弥
陀
如
米
に
改
め
た
た
め
、
寺
か
ら
山

さ
れ
た
大
日
如
来
を
村
人
が
お
叩
り
し
た
の
が
削
徒
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
他

に
ら
、
臼
T
1
・末
光
稲
荷
や
、
選
ノ
林
相
、
浜
に
あ

っ
た
戎
神
材
も
合
犯
し
て
い
る
。

「深川
U
史
の
峰
」
と
し
て
記
念
仰
や
γ

知
的
仰
を
集
め
て
い
る
。

ま
た
、
本
殿
凶
に

大日霊女神社

4 

-←一~-
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く大日霊女神社境内石造造物配置図〉

日目
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②③⑤  
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① 

⑥ 
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D

7

qu 
ハ
4

4
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A 

↑ 

「深江史の庭J

←木の鳥居

8 9 (昭和54.10)

←木の鳥居

(昭和54.10)

l 
日

11 

13 

15 

17 

10 

12 

14 

16 

A: :本殿

B:末光稲荷洞

; C:白玉稲街洞
!ーD:塞ノ神社洞

18 

←昭和57年建立の特殊鋼の鳥居

寄進碑(平成5年)

手洗石(昭和27年)

狐像(昭和51年)

狐像 (2と一対)

石灯縫(文化11年)

石灯銃 (4と一対)

手洗石(明治9年)

百度石

石灯鎗(大正12年)

石灯銭 (8と一対)

狛犬(大正13年)

狛犬(10と一対)

石灯縫(明治41年)

石灯箆(12と一対)

石灯縞(大正11年)

石灯能(14と一対)

石柱(大正元年)

石柱(大正元年)

手洗石(大正B年)

⑫

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

u

ロ
U

M
白

山

口

問

植樹記念碑(昭和12年)

玉垣寄付芳名録碑(大正11年)

元戎社の鳥居(大正3年)

奉献者芳名録碑(昭和9年)

鳥居の柱(昭和9年)

記念植樹碑(明治37、B年)

石橋の基礎石(正徳2年)

鳥居再建記念碑(昭和57年)

里謡記念碑(昭和62年)

奉賛者芳名録碑(平成4年)

社名碑(昭和9年)
石灯箆の竿(元禄7年)

石灯縫の竿(字保11年)

玉垣の一部(大正11年)

玉垣の一部(大正11年)

献木者芳名録碑(昭和12年)

寄進碑(昭和59年)

神楽橋記念碑(明治40年)

寄進碑(平成元年)

①

②

③

@

⑤

⑥

⑦

③

③

⑮

⑪

⑫

⑬

@

⑮

⑮

@

⑮

⑮
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ま
ず
は
、

こ
こ
に
集
め
ら
れ
て
い
る
石
川
一
泣
物
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
f 
d 

お

配
山
川
町
詐
り
に
対
比
す
る
。

々
な
品
物
に
付
け

句
札
た
祷
り
は
、

①

植
樹
記
念
碑

山内叫
mrn
の
災
者
に
文
下
が
刻
ま
れ
て
い

る。

尚
さ

O
O
m
。
ぶ
に
は
「
品川

「
献
木

川

川

和

|
一
均
一-
H

柿

六

本

」

と

刻

ま

深
げ
仏
の
市
川
町
、
γ
の
川
体

の
こ
と
で
あ
る
。
花

利
品
川
紀
念
樹
」
、

汀
捻

--+J。

:
l
l
 

札
て
い

る。

「
前
向
刊
命
U
」

と
は

…川山
打
製
。

②

玉
垣
寄
付
芳
名
録
碑

山
川
さ
じ
ハ

-
H
師、

師
、
幅
一
同
聞
を
測
る
似
状
の
布
に
、

市
付
円
の
名
山
が
仰
い
川

一
一杯
に
刻
ま
れ
て
い

/， 
イ1

ぷ
に
一
I
M--叶
付
万
々
h
U
岬
と
し
て
、

る
。
以
前
に
は
、

ん
ん

の
ぷ
耐
を
州

い
て
、
「
大
正
治

可

U
H処
ぷ
」

と
あ
リ
、

持
品
起
人
八
%
と
相
談
役
.
人
的
名
川
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
大
正
ト

一
年
に
、

神
社
の
川
リ
に
挫
て
ら
れ
た
王
厄
は
、

間
利

一
1
年
八
川
六
日
町
空
襲
で
破
壊

二
却
が
本
政
一内
側
の

「
深
汁
山
止
の
嵯
」

に
伐
さ
れ
て

い
る。

さ
11 
③
 

一本
伐
さ
れ
て
お
リ
、

元
戎
社
の
鳥
居
の
柱
残
欠
向
か

っ
て
ん
側
め
ぷ
耐
に
『

e
k

、

一，
A
1
」

市山
山
に
縦
川
き

で
「
大
正

一バ
千
九
川
池
之
」
、

ト
引
側
の
ぷ
耐
に
「
納
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
正
は、

深
川
出
川
て
一
1
H
に
あ
っ
た
必
判
的
境
内
に
挫
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
時
と
わ
収

ト八
H
M刊
H
引
に
A
H

刷
さ
れ
、
h
w
u
T
U
 

ホ
が
入
札
特
わ
っ
て
い
る
。
川ド山肌
U
H
可
に

お
の

一
部
だ
け
詠
が
現
在
地
に
移
さ
れ
た
~
。

④

皇
表
f

川
川
を
研
い
た
桜
伏
の
れ山H
一lh引
で
あ
ヲ
る
@
竺
。

当
附
の
出
ト

A
f

J
I
l
-
-
ー

;
・

川
和
h
可!れ
I
h
f
h

の
誕
生
日
山
念
に
白
川
を
辿

Q
L
.
そ
の
本
献
打
の
れ
，
山
を
よ
州
に
記
し
て
い
る
。

「
M
H
U
W
Hも
ド

r
B
L
Ei
-

-
{
J
'
l
i
l
-
の
丈

ー
が
U
L
ら
れ
る
。

J

民
耐
に
は

⑤

皇
太
子
殿
下
御
誕
生
記
念
鳥
居
柱
残
欠

附
和
九
有
五
日
に

ψ
」
附
の
引
太
子
の
誕
生
記
念
に
池
立
さ
れ
た
鳥
居

の
昂

部
分
。
花
山
削
岩
裂
。
二
本
建
て
り
れ
て
い
て
、
向
か

っ
て
左
側
向
性
の
正
而
に

ト川
刷
川
工
仁
川
川
司』

↑

4
1
1
1
1
 「山H
人
千
殿
下

縦
H
H
き

で

「
十
本
献
附
和
九
年
五
円
台

H
住
之
」

と
刻
ま
れ
て

い
る
。

前 ①に

-i-i !il¥' 
の 高を
01<橋主主
TfIi川 て
は の た
li1f石 む
か 橋 の
れ の 。
て 基花
い礎的i
て 石 山
製

御
降
誕
ボ
悦
記
念
」

⑥

記
念
植
樹
碑

日川
さ
ハ
，1
-

問、

た

「
奉
公
義
品
口

、
〉
。

l
L
W

ヲ

h'
一
川
治
三
十
七
、

正
徳
-一
壬
民
政

品
い
治
郎
」
。
↑九
一ホ
は

こ
の
舵
石
に
は
伝
説
が
妓

さ
れ
て
い
る
。
簡
単
に
述

村
グ〉

制
Jし江
忍戸

Uli JYI 
カ， Iこ
l事:

べ
る
と
、

ド小品
川
就
き
で
よ
そ
の

i
地

へ
行
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

-H

川
椛
川
に
か
か
る
焔

(

H

川

橋
)

の

よ

で

浜

の

右

で

大
漁
で
版
わ
う
光
U
M
を
兄

た
。
そ
こ
で

L
う

一
度
村

に
一灰
り
一峨
張

っ
て
み
る
と
、

にた I~I :::，そ
か続分治 的
けをを川ij主
か‘昨は大
え木ぴ H(t 

た裂 11:"が
。かめ t'tlh'e. 
そらて い

の 石 く 年 t~
f圭陥れに

一
郎
八
十
じ
聞

の
自
然
一
心
の
ぷ
而
に
、
縦
H
U
き
で
凶
行
に
わ

明
治
三
J

，
七

八
年
14役
凱

旋
記
念
樹
」

と
刻
ま
れ
て

八
年
の

H
花
戦
争
凱
旋
の
記
念
に
刷
樹
を
し

そ
の
吋

次
的
文
・'チ
が
刻
ま
れ
て
い
る

「
お
中
寄
進

主1

H
I
L
l
 

H

)

/
|
 
(
H
は
町
一体

a
Jを
彫

っ
て
い
る
)

E
rし
村

O 
cm 

奥
行
き
問
J

，
九

山
を
測
る
。

日川
さ
間
十
凶

m.

7 -

高橋川白石橋の基礎石
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問
和
の
初
め
に
改
修
さ
れ
る
ま
で
使
わ
れ
た
。
そ
の
附
記
念
に
伐
さ
れ
た
の
が
.

こ
の
陀
石
で
あ
る
。
上
部
と
背
聞
に
は
ノ
ミ
加
工
の
跡
が
凡
ら
れ
る
。
花
山
岡
山
製
。

⑥

大
鳥
居
再
建
記
念
碑

出
い
御
影
石
で
で
き
た
版
伏
の
仰
で
、

附
川
刊
日
」
1

九
年
に
山
地
て
ら
れ
た
。
表

mに
銅
版
を
帰
リ
昭
和
行
」
l

じれ
叶
に
姐
て
ら
れ
た
九
胞
の
寄
進
者
が
品
川
けか
れ

て
い
る
。

⑨

深
江
の
里
認
の
記
念
碑

附
和
六
」
1

二
司
に
砧
て
ら
れ
た
も
の
。
表
耐
に
「
深
江
こ

へ
た
ら
大

H
如
米

た
か
い

一品川刷
附
リ
松
て
う
子
が
池
に
日
来
悲
」
と
い
う
、

u一戸
時
代
の
深
日

村
の
的
対
を
う
た

っ
た
唄
を
記
し
て
い
る
。
誕
削
に
は
、
「
こ

の
単
訴
は
森
抑
制

桁
川
相
の
紳
興
を
か

つ
ぎ
つ
つ
う
た
っ
て
い
た
。
大
日
如
米
は
今
の
大

H
絞
女

神
相
で
、
凶
悶
街
道
(
浜
街
道
)
が
保
江
村
の
中
を
凪
リ
す
ぎ
た
別
在
地
に
あ

っ

た
。
制
松
は
一日川
続
川
町
市
怖
を
波

っ
た
布
伴
沿
い
に
多
く
納
わ

っ
て
い
た
。
制

松
の
南
に
交
が
茂
る
「
て
う
干
が
池
」
が
あ
っ
て
弘
法
大
附
が
干
を
洗
わ
れ
、

川
尻
に
蚊
封
じ
を
さ
れ
て

一
夜
絞
ら
れ
た
坊
所
が
あ
り
、
そ
の
後
蚊
が
発
生
し

な
か
っ
た
と
伝
、
千
り
れ
て

い
る
。
」
と
い
う
説
明
が
古
か
れ
て
い
る
。

⑩

子
供
神
輿
奉
賛
者
芳
名
録
碑

平
成
四
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。
御
彬
石
の
表
而
に
銅
版
を
打
ち
つ
け
、
昭

和
五
十
九
年
に
で
き
た
干
供
村
山
叫
の
恭
悦
名
が
引
か
れ
て
い
る
。

⑪

社
名
碑

昭
和
九
年
に
挫
て
ら
れ
た
旧
大
口
彼
女
川
村
村
名
仰
。
川γ
成
凹
年
に
別
在
円

相官
名
仰
が
挫
て
ら
れ
た
の
で
‘

こ
こ
に
移
動
さ
れ
て
い
る。

向
性
で
、
花
田川山町

製
。
正
前
に
「
大
日
常川
女
抑
制
」
、
以
聞
に
「
昭
和
九
均
百
川
六
日
住
之
」

と

刻
ま
れ
て
い
る
。

⑬

元
禄
七
二
六
九
四
)
年
銘
の
石
灯
箱

一正
は
.
境
内
本
殿
前
に

一
刈
で
あ
っ
た
が
、
呪
抱
は

一
以
の
み
竿
的
部
分
を

残
し
て
い
る
。
他
の
部
分
は
、

m利
H
十
七
年
に
別
石
で
山
川
修
さ
れ
て
い
る
。

竿
の
部
分
は
お
さ
七
十

一
聞
、
直
径
ニ
オ
二

m
ー
を
測
る
。
竿
に
は
節
は
主
く
.

7
K
耐
に
縦
叫
き
で
、
「
一正
日開
七
叩
戊
年
率
先
川進
御
貸
付
川

六
月
古

H

堂
村

中
」
と
あ
る
。
旧
本
庄
村
で

一
帯
士
山
い
紀
年
銘
を
持
つ
石
造
造
物
で
あ
る
。
亦

昧
が
か

っ
た
花
…同
行
制
点
。

元禄7年銘の石灯健(竿)左 拓影 (13%に縮小)

-8 
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⑬

亨

保

+
一

(
一
七

ニ
六
)
年
銘
の
石
灯
鏑

元
は
、
境
内
の
本
殿
よ
り
東
南
部
に
あ

っ
た
。
先
の
元
日
開
七
年
銘
の
石
灯
前
山

と
同
じ
く
、
竿
の
部
分
だ
け
が
伐
さ
れ
て
お
り
‘
他
の
部
分
は
昭
和
五
十
七
年

に
補
修
さ
れ
て
い
る
。
白
っ
ぽ
い
花
山
岡
山
梨
で
、
竿
の
部
分
の
-u

向
さ
七
十

一
m.

直
径
二
十
四

m
。
元
日
開
七

4
銘
石
灯
簡
の
竿
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
き
で
あ
る
。
一叶

而
に
縦
お
き
で
、
「
車
中
献
上
主
体
十

一
年

丙

四
六
月

い
る
。

日
」
と
刻
ま
れ
て

⑬

玉
垣
の
一
部

大
正
十

一
年
に
山
地
点
さ
れ
た
一
上
知
的
宇
部
.
花
…
間
山
行
裂
で
引
・
川

一船
三
十
五
叩
。
顕
部
は
山
山
酬
を
怖
い
た
山
型
。
ぷ
而
に
「

一
金
百
百
始
問

野
川
波
+
日
以
下
寄
進
稲
川
同
人
の
名
)
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
寄
進
お
は
い
ず
れ

ら
深
江
の
村
利
伐
の
力
士
町
名
前
で
あ
る
。

玉
垣
の

一
部

⑬
 ⑪

と
同
じ
く
大
正
十

一
年
に
山
千
比
さ
れ
た
玉
垣
の

一
部
。
花
山同
省
製
で
、

m
t

古川

一
二
五

m.
幅
ニ
イ
四
師
。
形
は
⑬
と
同
じ
。
表

前

に

二

金

安

百

凶

大

官平
山

深
楽
情
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
「
深
祭
講
」
は
、
深
臼
に
あ
っ
た
脱
組

織
で
‘
大
準
山
に
引
制
口
が
指
る
行
事
で
あ

っ
た
。

⑬

商
和
曾
記
念
樹
献
木
者
芳
名
録
碑

日
さ

一
三
八
問
、
似
ニ
イ
ヒ
聞
で
、
花
山
制
作
製
の
版
状
の
石
帥
。

事保11年銘石灯錨 (竿)
拓影 (14%に縮小)

四
三

師、

附
和
卜
ご

ー
こ

H
H
T

イ

l
H
4
f
(深川
υ
同
市
川
山
~
干
の
川
体
)

が
捕
を
記
念
樹
と
し
て
献
本
し
た
と

き

献
木
し
た
人

の
白

川
を
い
れ
点
而
に
記
し
て
い
る。

{-
↓
間
人
)

寄
進
碑

⑪
 ⑪
と
同
形
の
呼
で
・

hT
V
Lw
t

川町
H

，
川口品。

r-HB4
5
 
昭
和
五
十
九
年
に
子
供
神
輿
と
史
料
館
に

二一
角
や
す
と
い
う
人
が
寄
進
し
た
~
、
』
と
を
示
す
仲
。

山
地
山
川
内
基
品
れ
を
、

⑬

神

楽

橋

記

念
碑

川
品
川
崎
町
花
・
聞
広
製
で
、

頭
部
は
九
州
却
に
な
っ
て
い
る
。
公
L
U
e

，J司
川
可

L
}
h
M
h
m
、

話

Bh
u
-
-
c

各
耐
の
耐
は
正
問
と
衷
耐
が
=一

4
.
一九師、

左
布
の
耐
が
ニ
イ
九
四
。
正日
酬
に

、f
・2
-
h
a

-
制
刊
泊
祢

Mhm」

(
栄
と
怖
の
宇
は
市
川
体
}
、

「
明
治
問
十
年
八
川
製
之
」

町時
出
に

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
神
来
的
は
、
・
川
治
問
|
年
に
山
知
川
に
保
け
ら
れ
た
も
の

で
、
深
江
南
町

l
H付
近
に
あ

っ
た
。
そ
こ
に
は
税
品
、

「
沖
知
川
M

仰
梨
桁

の
跡
」

と
吹
けか
れ
た
石
仰
が
辿
っ
て
い
る
@
深
江
市
川

一

r
Hは
町
名
改
正
以

LrH
く
は
神
楽
新
聞
と
い
う
地
名
ら
あ

っ
た
。

-9 

白
川
+
品
、

l
l
 神
栄
町
と
岬
，
ば
れ
て
い
て
、

h
n
r
u品
川
H叶

ゐ
1
6

、

t
j
j
l
 
神
楽
川
の
凶
側
を
山
川
札
て
い
た
。

寄
進
碑

⑬
 ⑪
と
川
形
の
俳
で

花
H

附山山
製
。

を
、
久
保
7

サ
ヱ
と
い
う
人
が
寄
進
し
た
こ
と
を
示
す
仰
.

千
成
一正

q
に
h
l
-
レ
本
光
抑
制
比
例
の
改
策
的

⑫
 ⑪

と
同
形
の
仰
で
、
花
山
阿
川
引
製
。

寄
進
碑

T
成
日
午
に
大

u仲
村
に
辺
悦
基
金
を
、

古
弁
キ
ク
エ
と
い
う
人
が
奇
進
し
た
-
」
と
を
示
す
的
問
。

手
洗
石

元
、
戎
社
に
あ
っ
た
物
。
花
H

同
行
製
。
自
然
石
の
上
部
を
川
畑
リ
在
的
、

>1< 
F、

と
し
て
い
る
。
水
山
八
の
日
開
は
て
段
に
な
っ
て
い
て
、

内
法
の
測
定
値
は
三
十
×

間
十
八
聞
を
測
る。

全
体
の
法
H
M
は、

一
O
O
X
六
十
円
削
×
-H
M
さ
凹
イ
酬
で

あ
る
。
側
而
に
布
か
ら

「本
納
」

と
刻
ま
れ
、

市
世
間
に
縦
h
p
H

{
以
干
不
明
ご
と

こ
札
が
正
}山
で
、

き
で

(
以
下
不
明
)

同
ill 

「
昭
和

H
ヒ
年

h
〉
じ

Jt

t
j

l
 

年
目
勺
と
脊
進
朽
の
タ
h
h
川
が
兄
ら
れ
る
。
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2 

4凪
像

h
t稲
川
判
的
判
の
前
に
あ
る
。

附
和
五

l

'qe
に
お
中
納
さ
れ
た
。

さ
は
日

l
u
m。
白
石
の
仁
に
は

九
膨
リ
の
狐
仰
が
山
か
れ
て
い
る
。

は
三
l
六
師
。
約
犬
の
代
わ
り
に

稲
川
川
川
の
仰
い
の
助
物
で
あ
る
狐
を
拳
納

し
て
い
る
。

3 

狐

像

2 
と

刈
の
物
。

4 

文
化
十

(
一
八
一
四
)
年
銘
の
石
灯
箔

総
日
川

-
八
六
四
。
佐
川
附
川
県
。
火
袋
だ
け

後
山川
さ
れ
て
い
る
。

同
仰
は
な
い
。

1mで
く
び
れ
て
い
て

卜
加
は
州
出
が
リ
に
な

っ
て
い

川ムで、

る
。
こ
の
形
は

E
t
J

K
寸い、、

-
-
+JO

t
-
H
I
l
l
 俗
に
川
川
，川
出
と
吋
ば
れ
る
村
判
事
献
川
と

ム日
一れ
の

け川
保

日川

ヘ1
4
6
川
可
川
，

訓

l
l
l文化11年銘石灯筒 ・左 年号銘拓影 (25%に縮小)

し
て
、
将
遍
的
に
比
句
れ
る
。
基
礎
は
日
以
に
め
ゆ

っ
て
お
リ
、
巡
弁
は
H
ん
句
れ

な
い
。
設
の
判
は
中
央
で
市
川
く
、
利
下
は
水
平
で
あ
る
。
問
十
円
正
而
に
は
「
市

佼
磁
」
と
刻
ま
れ
、
向
か

っ
て
治
的
側
耐
に
は
「
文
化
十

一
一叩
戊
4
1
」
、
右
に

は
「
六
川
計
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
器
削
叫
の
部
分
の
円
山
に
文
字
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
風
化
の
た
め
判
読
不
能
。

5

文
化
十
一

(
一
八
一
回
)
年
銘
の
石
灯
縞

4
と

一
一対
の
物
。

6 

手
洗
石

卜
部
に
附
川
出
加
を
し
た
水
I

八
が
あ
リ
、

花
附
れ
製
で
、

そ
の
内
法
は

H
4
0ハ

八
|

×

一」l

ハ
×
川
さ

U
l
一
山

と
刻
ま
れ
、

×
一↑

l
問
酬
を
測
る
。
全
体
の
法
Hm
は、

州
戸山
の
!
川
右
に
縦
川
き
で
ー

=
i

二
以
午
紺
」

(
本
は
引
い
け
体
)

で
あ
る
。

総
ケ
ポ
、
百
三
郎

「
問
肱
」
は
‘
事
を
主
す
た
め

に
立
ち
ま
わ
る
こ
と
や
間
話
を
す
る
こ
と
の
立
で
あ
る
。
な
お
「
飽
ケ
択
」
と

が
、
本
庄
共
同

山H
耐
に
は
縦
訓
き
で
「
H
川
ム
H

'
tM

H

I

J

 

川
肱
人

本

f 

)-) 

池
川
伊
之
助
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

似
只
エ

-10 

い
う
人
物
的
先
制
と
川U
わ
れ
る
文
政
六
可
銘
の
h
h

rs
血
司
こ
一

r
E
1
Q。

r
i
l
l
手

Z
1
y

(
力
斗
よ
墓
)

7 

百
度
石

花
I

附山
石
川制。

新
し

い
も
の
で
あ
る
が
設
世
内
不
祥
。

h

さ

一
山
叩
で
、

百
度
話
リ
の
起
点
の
牒
石
で
、
こ
れ
を
起
山
と
し
、

μ
日
殿
の
，
川
に
行

川区一七は、

き
拝
礼
し
て
、

こ
の
石
ま
で
反

っ
て

一
川
と
数
、

ιた。

8 

大
正
十
二
年
銘
の
石
灯
筒内

・
火
袋
と
も
凶
向
山J
。
火
山
討
の
火
け
に
は
木
枠

以
隠
は
二
段
か
ら
主
リ
‘

総
い
け
川
は
一一

O
二
m
。
円!
の

の
ガ
ラ
ス
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。

作化…間山日
製
で
、

H
耐
に
は
縦
川
き
で
「
収
納
」
、
叫
リ
山
に
は
縦
h
H
H

き
で
「
大
花
十

一h
lじ
川
古
日
以
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

9 

大
正
十
二
年
銘
の
石
灯
鏑

8
と

一
一
対
の
物
。
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10 

狛
犬

ム
口
石
は
花
a

間
山
行
製
で
、

日仏
さ
八

1
九
叩
。
江
市
に
「
臥
」
、
山
口
而
に
縦
引
き

で
「
大
正
十
三
年
三
月

岡

田
正
政
全
い
く
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ム
円
石
向

上
に
は
、
和
泉
砂
山訂
製
の
伯
犬
が
の
っ
て
お
リ
、
約
犬
の
下
部
側
耐
に
縦
h
ド
H

き

で

「

大

阪

川

向
三
平
刻
」
と
あ
る
。
地
元
の
石
工
が
台
T

引
を
作
リ
.
狛
犬
は

仰
山
市
町
石
工
に
依
頼
し
た
ら
の
で
あ
ろ
う
。
俗
に
「
大
阪
狛
犬
」
と
呼
ば
れ
る

形
を
し
て
い
る
。

HM

さ
は
八
十
五
回
。

日

狛

犬

山
と

ョ
対
の
物
。
ムH
f
引
の
正
耐
に
は

ロ
明
治
四
十
一
年
銘
の
石
灯
鏑

花
山
附
れ
製
で、

一日川
さ
は
一
ぷハ

H
開
。
必
鎚
は
三
段
に
な

っ
て
お
り
、

袋
と
も
凶
向
型
。
全
体
に

2

3

と
附
形
式
で
、
川
内
H

川
史
。
学
的
正
耐
に
中
川

体
で
「
献
燈
¥
向
か
っ
て
在
耐
に
縦
HUH
き
で
「
明
，w
山
間
卜

一
年
r
H
H
古
日
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

日
明
治
四
十
一
年
銘
の
石
灯
縫

は
と

一
一対
的
物
。
竿
の
向
か

っ
て
治
側
の
聞
に
縦
川
き
で
「
川
治
刊
す
司

H
川
土ロ

n」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

同

大

正
十
一

年
銘
の
石
灯
筒

花
山附
岩
製
で
、

総
-仏
三
八

O
問
。
基
礎
は
三
段
か
ら
主
リ
、

六
向
型
。
基
礎

の
上
部
に
は
緩
弁
の
反
花
が
兄
ら
れ
る
。
山川
一仰
に
は
阿
部
総
太
郎
他
七
人
何
者

進
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
乍
は
円
柱
で
、

d
而
に
「
奉
献
」
.
背
耐
に

縦品川
H

き
で
「
大
一止
卜

一
年
十
二
川
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
火
袋
は
六
角
刑しで、

火
刊
に
は
本
枠
の
ガ
ラ
ス
が
は
め
ニ
ま
れ
て
い
る。

火

nの
な

い
而
に
は
.
脱

主
ど
の
彫
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
@
火
袋
の
下
の
中
台
に
も
文
帥
仰
が
彫
刻
さ

れ
、
中
'
門
の
下
部
に
は
迩
弁
が
凡
ら
れ
る
。
笠
に
は
、
六
つ
の
降
リ
僚
が
あ
リ
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
先
端
に
厳
平
が
あ
る
。

大
正
十

一
年
銘
の
石
灯
縞

「
お
中
」

の
山
子
が
刻
ま
れ
て
い
る
。下

火

15 

14 
と

対
の
物
。

訟
υ地
興
計
他
七
人
の
寄
進
円
の
々
h

，川と

基
礎
的
背
耐
に
.

「叫川，
大d
a
↑μ

ド
由
-t

杉
山
菊」

と
石
工
名
が
彫
り
れ
て
い
る
。

M
4吋ま
・ヒa
明
H

，

l
自

l
T
i
u
-ィ

主
主

の江町
山
地
で
も
あ
り
、

石
製
品
J
U
数
多
く
製
作
さ
れ
て
い
た
。
特
に
石
灯
飽
は

有
%
で
あ
る
。

P
0

・7
・

1

1

 
石
柱

参
道
に
二
本
の
川
住
が
J

凡
っ
て
お
リ
、
向
か

っ
て
布
の
um
の
正日
山
に
は
「
附

十刊の
H

刊
の
d
耐
村
と

家
宗
配
」
、

「と卜
r
T
王
日

一
担
ト
'
q
a
BE
A
R

と
あ
リ
、

行
而
に

松
川
判
祭
政
」

l立
「
代
H
ふ
剛
州
刈
川
地
-

f
1
t
t
L
 

「
大
医
兄
可

l
-一月
住
之」

と
あ
る
。

山

M
S
市
川

司
、

+Ap

t
u
i
-

肢
は
卜
却
で
.

以
怖
が
正
し
波
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
欽
凶
作
に
給
む
よ
う
に
け
述

制
刊
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
総

日川
は
そ
れ
ぞ
札
行
引
を
除
い
て
.

m
手
洗
石

花
開
引
の
ん日
山merh
の
l
部
に
川
形
の
本
穴
が
あ
り
.

一“
八
六
開
。

内
法
的
山
符
は
j

ハ
ー

日h
m
を
測
る
。
結
は
↑
段
に
な

っ
て
い
る
。
側
而
前
ぶ
に
は
横
円
き
で
「
納
車
」

と
あ
る
。

仙

一11

と
あ
り
‘

品川
一山
に
縦
R
H
き
で

松
本
ふ
さ

t
」

可
、
、
↓

;
l

-
E
A
f

可“"
↓引''
h
ni
t
-

、，a
，

さ
は

O
八
刷
。

=一
、
八
坂
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

八
坂
神
H

引
は
い式
保

l

(
青
木
五
丁
目

二

年
の
例
挫
と
い
わ
れ
て
い
る。

，f 
J在

{

八

問

O
)

的
尊
を
祭
神
と
す
る。

u
H
‘
八
坂
神
村
よ
り
北
五
に
あ
る
保
久
-U
神
村
の
紳
様

が

.-Hい
大
他
的
背
中
に
来

っ
て
上
院
し
た
と
古
う
伝
説
が
あ
る
。
か
つ
て
は

段
内
に
刑
法
的
神
織
と
し
て
、

松
尾
大
閉
村
が
杷

っ
て
い
た
が
引
花
そ
の
安
は

な
く

μ
忠
良
山
川
崎
の
他
に
.

天
満
山
と
浜
の
カ
か
ら
A
H
配
さ
れ
た
戎
神
が
比
ら

れ
る
.

①

天
保
十
一

総
仙
一
九
七
問
。 (一
八
四

O
)
年
銘
の
石
灯
錨

(
表
紙
写
真
参
照
)

凶
の
入
り
け
か
ら
入
っ
た
所
に
あ
る
。
下
に
ふ
一
礎
が

一一
段

見
ら
れ
る
。
下

・
火
袋
と
J
U
間
約
型
で
、
同
f
は
安
定
感
を
見
せ
る
た
め
に
似
広

以
前
に
「
口
氏

が
リ
に
な

っ
て
い
る
。
州
側
が
正
日
向
で
.

「

-
a
g
4

J

，け
J
aR
」

竿
の
T
配
戸
山
に

k

i

l
 

n
M
'
l

白
川
ι
5
a
i
d
s
J
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ド
八
保
」
1

0
1
例
山
叫
が
正
し
け
れ
ば
、
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八坂神社

天保11年銘石灯縞実現'1図(柏原正民作図)

川
村
削
辿
の
附
に
処
て
り
れ
た
も
の
で
あ
る
。
竿
の
す
ぐ
ト
の
古
石
疋
而
に
「
行

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

(
灯
龍
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
ド
は
川
で
は
主
く
て

H
に
主
っ
て
い
る
)

川
則
「
川
川
ゐ
lo

i
l
-

九
い
窓
が
見

り
れ
る
。

と
が

t

Hvh
武
州
」

-12-

火
袋
は
正
ぃ
川
と
市
北
耐
に
川
内
い
火
日
が
見
ら
れ
‘

HHA
品
は

漁
業
関
係
者
の
川
で
行
主
わ
れ
て
い
た
講

と
い
う
ぷ
が
伐

っ
て

い
る
が

(
一
八
四

O
)
年
銘
の
石
灯
縫

②

実
保
十
一

①
と

川
。

③

石
灯
箱

総
eu

一川
↑
六
六
問
。

ー
に
来
っ
て
い
て
、

文
献
で
は
比

句
れ
な
い
。
位
。
附
引
製
。

パ
尚
一
川
町
村
殿
，川
に
あ
る
。
川
形
の
以
化
の
あ
る
必
踏
の

内

1L
川
村
で
あ
る
。
竿
の
小
川
に
は
節
が
比
ら
れ
る
。
火

災
は
」ハ
仏
門
川
で
"
川
後
て
い山
に
火
け
が
あ
リ
、

判
に
凡
り
れ
る
政
手

他
的
削
は
九
い
窓
と
日間帥怖
を
問

刻
し
て
い
る
。
中
台
に
は
卜
端
に
州
問
弁
の
約
花
が
あ
る。

は

.
u一戸
叫
代
判
。
の
椴
帳
を
約
リ
|
げ
た
結
び
の
よ
う
弘
山
田
で
あ
る
。

ト
h

広
川
こ

I
F-
-

ef
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

④
 
石
灯
箱 「市
山
川」

問ーの

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
'
川
か

つ
て
ふ
の
慌
の
牛
肉
丹
市
に、

・比

風
化
で
読
み
取
れ
主
い
。
花
』
間
山
山
製
。



③
と

今
川
。

⑤

狛
犬

総
lu
川
一
六

h
問
。
約
犬
本
体
は
じ

十

六

五

m
。
h
T
h
に
「
川
相

l
司
五
川
」

「小
凶

付

同

志

ゅ
う
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
大
阪
引
。
花
尚
山
山
製
。

⑥

狛
犬

⑤
と

一
一対
。

⑦

明
治
九
年
銘
の
石
灯
縫

総
出

一
三
コ

問
。
竿
の
正
耐
に
は

「献
絞
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
右
前
に
は

「明
治
九
年
九
川
六
日
住
之
」
、
背
而
に
は

「願
主
上
以
市
助
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
叫!
に
仰
は
U
L
ら
れ
な
い
。
悲
し関
部
分
は
、
地
而
に
川
町
も
れ
て
い
る
。

キ
は
問
灼
H
U
で
、
火
袋
'u
川
向
で
あ
る
。

中
ム
け
に
は
装
飾
は
凡
ら
れ
な
い
。
浜

に
あ

っ
た
戎
仲
村
が
八
以
仲

割引
の
境
内
地
に
移
さ
れ
た
と

き
に
、
処
て
ら
れ
た
ら
の
と

思
わ
れ
る
。
化

問
日
製
。

⑨

明
治
九
年
銘
の
石
灯
縞

⑦
と

一
対
。

⑨

旗
の
記
念
碑

日川ーさ

一
七

O
刷
、
的
一一
-l

三

m
。
古
木
百
年
同
例
主
ヒ

川
年
の
記
念
に
建
て
ら
れ
た

ら
の
。
「
開
制

8
司

2

H

H

H
」
の
銘
文
あ
り
。

⑩

手
洗
石

H
:
「

T
ド
リ

T
-
H

A
H
R仁
一

恥叩
ド
刊
H
」

t
d

に
「
天
保
」
l
(
以
干
一小
川
)
」

「
pr(以
下
一小
川
)
」

の
銘

199~ ・ 10 ・ 15

天満宮

スサノオの命

大物主命ー戎神

社務所

石灯箆(天保11年)

石灯箆(①と対)

石灯縫(江戸時代かつ)

石灯縫(④と一対)

狛犬 (昭和10年)

狛犬 (⑤と一対)

石灯能

石灯箆(⑦と一対)

燦の記念碑(昭和8年)

手洗石(天保年間)

石灯箆(昭和10年)

石灯箆(⑪とー対)

石鳥居(大正13年)

道路元標(大正か?) 

く八坂神社境内石造造物配置図〉
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⑤ 
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③ 
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H
H
H
H
H
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漁
業
関
係
ギ
刊
の
が
仙
制
し
た
ら
の
と
巴
わ
れ
る

文
あ
り
。

d
F
H
I
H
S
-

t

 

lh
Z
ド
」l
v
t
-
C

①
の
石
灯
飽
と
同
じド人
保
J
1

一
4
に

ぷ

H
F
L
こ

J

3

P
0

・じ
，
サ

1

4
刑

2
1
f
l
o
t

-
-
N
J

製の
。で

昭
和
十
年
銘
の
石
灯
飽

⑪
 十
闘
の
人
リ
ー
か
ら
は
い

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
一日川
さ
-一

O
m
o
「

mh刊」
1

1
1
 

h
川
1
1』
4
h
pι

神
戸
市
元
川

令
村
初
次
郎
」

の
銘
あ
リ
。
年
の

rt
一向
に
は
、
向
か

っ

-
A
 

一
ゆ
幽
明
」

右
こ
は

「
伐
H
M
-tL と
刻
ま
れ
て
い
る
。

てト
引
が

⑬

昭
和
十
年
銘
の
石
灯
筒

⑪
と

一
刈
。

⑬

石
鳥
居「大
正

1
=
司
コ
川

一
日
」
「
H
l
州
机
れ
山
中
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
川悦

在
で
ら
近
く
に
処
設
関
係
の
会
判
と
し
て
Hi
駒
机
は
あ
る
。

⑬

道
路
元
標

総・
い川
」ハ
4
6
・

ι問
。
l
l
w巾
+
診

断

ぺ

1
3ノ
o

i
l
-
i
)
 ら
と
も
と
こ
の
場
所
の
川
浜
街
道

に
山
し
て
処
て
ら
れ
て

い
た
。
化
山川
山
山
裂
で
、

1m 

(
引
証
は
凶
辺
川
刊
日
総
)

に
縦
引
き
で

「
木
町
村
道
路
氏
杭」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
道
路
正
械
の
税
川
は

勾生
活
文
化
史
』
No. 
17 

「旧
木
川
一村
の
道
路
元
保
」
を
参
照
。

回
、
春
日
神
社
境
内
の
石
造
遺
物

(
北
青
木
四
丁
目
二

O
)

作
日
付
制
は
、

N
R哨

T
I
C八
日

ι
J哲
也
九
明
。

f
it
-
-
21
41

1
1
 
り
仲
間
位
は
よ
く
わ
か

っ
て
い
主
い
。
本

奈
良
の
春

H
大
相
で
藤
岡
山

一
肢
の
氏
糾
で
も
あ
る
。
か
つ
て
は
全
同
に

人口小+」
。、

H
l
 

行
簡
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で

こ
こ
も
そ
の
初
制
の

一
部
で
あ

っ
た

h
J
JU
川中

q
」れ」。

、
o

f

-

-

Y

L

 
ま
た
は
藤
原
氏
の
泊
附
で
も
あ

っ
た
か
。

戦
前
か
ら
伝
わ
る
だ
ん
じ
リ
が
、
だ
ん
じ
り
九
日
に
保
信
さ
れ
て

旬

4
J
1
-
-
+
l
，、

い
付
け

v
'tE
，i・

、
》
。

t
v
qι
冶

明
治
二
十
八
年
銘
の
石
灯
筒

① 

さ

JL 

cm 

fと
|凶l
者1

~~ 

基
礎
は
二
段
に
な

っ
て
お
り
、

卜
段
正
而
に

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ベー
は
凶
灼
引
で
、
末
広
が
り
に
な
っ

れ
か
ら

「
氏
子
巾・
」

く春日神社境内石造造物配置図〉

本殿

だんじり倉

石灯能(明治28年)

①と一対

石灯能(昭和12年)

③と一対

手洗石(大正3年)

阪神大水害の記念碑(昭和14年)

A

B
①

②

③

@

⑤

⑥

 

道

日
巴
②

…

@

 

一一

①

…

↓

③

 

段石

⑤ 

垣

'
玉
、

⑥ 

道

-Tコンクリート裂の鳥居(昭和38年)
「
[/1 -

道
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春日神社

「明
治

H
l
八
年
八
川
佳
之
」
と
刻

正
而
と
以
前
に
州
内
い
火
U
が
あ
る
。
側

ご

日山

夜

附

胤
」
.

五
戸川
こ

j
↑

l
l
 

て
い
る
a

rr，
μ
川
こ

ま
れ
て
い
る
。
火
山
引
は
凶
ι
門
司
で
、

耐
に
は
九
い
窓
が
あ
る。

明
治
二
十
八
年
銘
の
石
灯
範

②
 ①

と

一
対
。

「
世
訴
人

¥11 
太
}， 

1"1 

前
川
市
三
郎

基
礎
上
段
の
阿
而
に

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

桝
谷
口
兵
術
」

③

昭
和
十
二
年
銘
の
石
灯
縞

h
H

川
さ
卜
附
聞

の
丸
い
ム
円
石
の
L
L
に
の
っ
て

い
る
。

日川
さ
ニ

O
七
四
。
な
F
立
u，

h

l
l
 

小
川
に
節
が
比
句
札
る
。

火
袋
は
六
九
川
引
で
、

ド

h
Mヒ
話
一川
こ
川
a

h

a

j

j
u
i
i
l
l
af
j
t
 

れ
で

「
rvm
傘

i

、

，hyz」
江川崎
川
川

『
』
ふ
み
、

l
u
l
(
 「
阿
川
和
卜

年
五
日
」

火
い
が
あ
る
。
竿
の
J
H
刷
に
は

「仲刷版，
1
地
厄
釧
税
理
組
A
H
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

化
…
岡
山
引
製
。

昭
和
十
二
年
銘
の
石
灯
縞

④
 ③
と
一
付
。

⑤
 

ー 15-

手
洗
石

納

以
前
に
「
大
正
三
年
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

正
耐
に
「
品
中

川
本
陀
村
に
あ
る
干
洗
石
は
.

-h
F
H
i
l
-
-
m
・

1
1
V
-
-
-
-
C
 上
耐
の
長
さ

一一
-e八
刷
。
t
t
…附
む
製
。

そ
の
れ
称
が
九
円
か
れ
て
い
主
い

(
ホ
位

-m
-T水
鉢
な
ど
)
。

⑥
 昭
和
↓
一

q
の
阪
神
大
水
咋
の
川
に
、

阪
神
大
水
害
の
包
念
碑

流
れ
て
き
た
一
い
にふ
を
利
川
し
て
た
て

は
石
の
t
a
而
を
研
い
て
お
リ
、

何
時
口
川

I
R
 

当
時
的
被
hp
伏
況
主
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
川町

「
水
災
似
阻
(
」

「

Jru~'ν

2
"
ノ
山
川
」

と
釧
ま
れ
、

二
円
L

?
山本・
。

b
J
角

"'at
u
v

4
H
η
ヨ
犬
に
川
こ
ま

寸

4
『

MH
O

-
t
ん
V

↑

l

，s
t1・

和
イ
例
年
七
川

H
U
に
往
て
ら
れ
た
。

以
1
、
総
数
は

-h
十
八
必
(
一
対
の
物
ら
別
例
に
数
え
る
)。

h
m鎚
が
も

っ

と
tu
多
く

一
一イ
一
一
法
を
数
え
る
。
一

砕
古
い
紀
司
銘
を
持
つ
石
造
泣
物
は
.

-正日開
七

三
六
九
四
)
年
の
石
同
副
総
の
竿
で
叫
戸
時
代
の
紀

q
銘
を
持
つ
石

造
泣
物
は
八
作
品
一
で
あ
る
。
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御山師
ド引
の
げ
川
地
が
近
い
が
地
.ん
の
ド引
l
oh
は
銘
文
に
川
ん
ら
れ
も
か

勺
た
(
川

的
と
大
阪
は
作

一
例
ず
つ
凡
ら
れ
る
)
。
し
か
し
、

ほ
と
ん
ど
の
わ
泣
逃
物
の

材
質
が
花
山刷
れ
で
あ
る
た
め
、

や
は
り
地
一正
で
作
」
つ
れ
た
も
の
が
多
い
の
で
あ

ろ、ヮ
。

他
地
域
で
よ
く
見
ら
れ
る
近
刊
の
r
h
造
泣
物
の
内
、
念
仏

・
巡
礼

成

中

-

U
待
ち
な
ど
の
信
仰

・
供
養
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
兄
ら
れ
主
か
っ
た
。

今
後
間
辺
の
洲
市
H
を
進
め
て
、
論
究
し
て
み
た
い
。

他
地
桟
の
調
官
抑
止
円
で
は
あ
ま
り
収
リ
上
げ
ら
れ
な
い
、
明
治
以
後
の
石
造

泣
物
も
取
り
上
げ
た
。
し
か
し
多
く
の
石
造
逃
物
は
、
そ
の
地
域
に
性
む
人
々

の
巾
く
か
ら
の
信
仰
の
対
集
と
な
っ
た
む
の
で
あ
る
。
ま
た
旧
本
町
村
は
常
拠

や
災
占
で
‘
文
献
資
料
が
少
な
く
、

γ
引
泣
造
物
に
刻
ま
れ
た
全
石
文
Jυ
口
市
主

資
料
と
な
り
う
る
。
特
に
第
占
次
刊
叫
対
戦
以
山
内
物
は
‘
主
即
時
禍
に
も
か
か

わ
ら
ず
引
存
し
て
い
る
た
め
、
今
後
Jυ
保
有
に
労
め
な
け
れ
ば
主
り
な
い
。

今
川
町
郎
作
は
、
は
な
は
だ
間
川
市
な
ら
の
で
あ
る
が
、
地
域
内
川
閉
山
の
解
明

に
少
し
で
む
役
立
て
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
な

っ
た
が
.
本
報
告
に
あ
た
っ
て
は
、
藤
川
祐
作
・
制
限
刊
以
川
氏

的
多
太
な
ご
協
力
を
似
た
。
ま
た
、

t
U
H保
治
氏
か
ら
は
ご
枚
一ポ
を
い
た
だ
い

た
。
記
し
て
感
知
し
ま
す
。
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川

活
文
化
史
料
館
友
の
会

-
訂
正
と
お
詫
び
と
感
謝

「
州
ド
山
以
灘
一似
深
川
地
域
の
同
州
仰
の
-h
L
U泣
物
分
布
川
代
総
川

u

m
p
の
l
段

後

か

ら

2
'
H
H

「
阪
神
派
汀
以
凶
断
切
北
点
的
」
l
-

「
似
神
保
臼
駅
凶
踏
切
比
州
内
」

川
P
の
卜
段

，
川
か
ら
2
J
H
H

「点
灘
小

学
校
市
京
灼
J
R
沿
い
」
↓
♂
ホ
灘
小
川寸
比
問
点
的
似
仙
川
屯
中
沿
い
」
と
い
う
よ

h

川
HV
の

の
中
で‘

う
に
ま
ち
が

っ
て
い
ま
し
た
ロ
川
正
し
、
お
花
ぴ
巾
し
げ
ま
す
。
お
恥
ず
か

し
い
か
ぎ
り
で
す
が
、

こ
の
ま
ち
が
い
に
つ

い
て
は
、

実
際
に
的
可
を
持

っ
て

石
造
冶
物
を
凡
て
川
ら
れ
た
ん
か
ら
ご
桁
怖
を
受
け
た
ら
の
で
す
固
本
中
1
に
ご

指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

-
編
者
よ
り

1H 

本
り
で

m
u。
今
ま
で
本
刊
叫
に
品
岡
市
さ
れ
た

H
・
細
川
恥
し
て
く
れ
た
占

・
ご

支
援
く
だ
さ

っ
た
方

・
愛
読
さ
れ
た
五

・
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
e

今
後
む
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
秋
に
は
、
判
別
凶
「
打
出
悦
」
を
間

山山
し
ま
す
。
こ
米
航
お
山
ち
し
て
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
小
川
叫
に
対
す
る
ご
悠

似
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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